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お
り
廃
止
す
る
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

訪
問
介
護

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
七
一
三
〇
〇
〇
七
九

Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
相

談
セ
ン
タ
ー

栗
原
市
金
成
沢
辺
木
戸
口
五
十

番
地

栗
っ
こ
農
業
協
同
組
合

令
和
元
年
六
月

三
十
日

〇
四
七
二
七
〇
〇
〇
六
一

Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
な
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
三
丁
目

六
番
地
の
二

あ
さ
ひ
な
農
業
協
同
組
合

令
和
元
年
六
月

三
十
日

〇
四
七
三
一
〇
〇
九
一
五

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
め
ぐ

み遠
田
郡
美
里
町
中
埣
字
上
戸
三

十
五
番
一

有
限
会
社
穂
乃
香

令
和
元
年
八
月

三
十
一
日

〇
四
七
〇
三
〇
〇
七
二
四

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
東
雲

塩
竈
市
新
浜
町
二
丁
目
二
番
四

十
三

株
式
会
社
大
和
リ
ー
ア
ル
テ�

ィ

令
和
元
年
九
月

三
十
日

〇
四
七
一
二
〇
一
五
六
六

訪
問
介
護　

た
す
く
る

登
米
市
米
山
町
善
王
寺
石
神
十

六
番
地
七

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ワ
ー

カ
ー
ズ
コ
ー
プ

令
和
元
年
九
月

三
十
日

二　

通
所
介
護

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
七
一
三
〇
〇
八
九
七

Ｊ
Ａ
栗
っ
こ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

栗
原
市
金
成
沢
辺
木
戸
口
五
十

番
地

栗
っ
こ
農
業
協
同
組
合

令
和
元
年
六
月

三
十
日

〇
四
七
〇
八
〇
〇
二
三
六

ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
角
田
中

央角
田
市
角
田
字
扇
町
九
番
地
の

五

株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館

令
和
元
年
七
月

三
十
一
日
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〇
四
七
二
二
〇
一
三
六
七

ユ
ー
ス
ポ
大
河
原
デ
イ
サ
ー
ビ

ス柴
田
郡
大
河
原
町
新
桜
町
一
番

地
十

株
式
会
社
上
の
組

令
和
元
年
九
月

三
十
日

〇
四
七
一
一
〇
〇
八
三
四

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
岩
沼

岩
沼
市
藤
浪
一
丁
目
三
番
二
十

四
号

社
会
福
祉
法
人
光
風
福
祉
会

令
和
元
年
十
月

三
十
一
日

三　

短
期
入
所
療
養
介
護

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
一
〇
三
一
〇
〇
二
三

塩
竈
市
立
病
院

塩
竈
市
香
津
町
七
番
一
号

塩
竈
市

令
和
元
年
九
月

一
日

四　

福
祉
用
具
貸
与

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
七
二
七
〇
〇
〇
六
一

Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
な
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
三
丁
目

六
番
地
の
二

あ
さ
ひ
な
農
業
協
同
組
合

令
和
元
年
六
月

三
十
日

〇
四
七
二
二
〇
一
一
九
三

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
ア

イ
仙
南
事
業
所

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
字
新
生
町

二
十
八
番
地
二

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・

ア
イ

令
和
元
年
九
月

三
十
日

五　

特
定
福
祉
用
具
販
売

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
七
二
二
〇
一
一
九
三

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
ア

イ
仙
南
事
業
所

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
字
新
生
町

二
十
八
番
地
二

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・

ア
イ

令
和
元
年
九
月

三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
五
号

　

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
す
る
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
一
〇
三
一
〇
〇
二
三

塩
竈
市
立
病
院

塩
竈
市
香
津
町
七
番
一
号

塩
竈
市

令
和
元
年
九
月

一
日

二　

介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
七
二
七
〇
〇
〇
六
一

Ｊ
Ａ
あ
さ
ひ
な
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
三
丁
目

六
番
地
の
二

あ
さ
ひ
な
農
業
協
同
組
合

令
和
元
年
六
月

三
十
日

〇
四
七
二
二
〇
一
一
九
三

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
ア

イ
仙
南
事
業
所

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
字
新
生
町

二
十
八
番
地
二

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・

ア
イ

令
和
元
年
九
月

三
十
日

三　

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売

介
護
保
険
事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

事
業
者
の
名
称

廃
止
年
月
日

〇
四
七
二
二
〇
一
一
九
三

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・
ア

イ
仙
南
事
業
所

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
字
新
生
町

二
十
八
番
地
二

株
式
会
社
ジ
ェ
ー
・
シ
ー
・

ア
イ

令
和
元
年
九
月

三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
六
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
の
た
め
に
診
断
を
行
う
医
師
と
し
て
、
令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日
次
の
者
を
指
定
し
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

新に
い

妻づ
ま　

展の
ぶ

近ち
か

外

科

石
巻
赤
十
字
病
院

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一
番
地

藤ふ
じ

井い　

紳し
ん

司じ

泌
尿
器
科

石
巻
赤
十
字
病
院

石
巻
市
蛇
田
字
西
道
下
七
十
一
番
地

金か
な

澤ざ
わ　

憲け
ん

治じ

整
形
外
科

み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院

大
河
原
町
字
西
三
十
八
番
一
号
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神か
ん

田だ　

暁あ
き

郎お

呼
吸
器
科

医
療
法
人
浄
仁
会　

大
泉
記
念
病
院

白
石
市
福
岡
深
谷
字
一
本
松
五
番
地

一

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
七
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

新

旧

所
属
医
療
機
関
の

名

称

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

所
属
医
療
機
関
の

名

称

所
属
医
療
機
関
の

所

在

地

大お
お

庭ば　

正ま
さ

敏と
し

内

科

医
療
法
人
寶
樹
会

仙
塩
総
合
病
院

多
賀
城
市
桜
木
二

丁
目
一
番
一
号

大
崎
市
民
病
院
鹿

島
台
分
院

大
崎
市
鹿
島
台
平

渡
字
東
要
害
二
十

番
地

日く
さ
か下　

　

仁じ
ん

整
形
外
科

じ
ん
整
形
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク

大
河
原
町
字
小
島

二
十
六
番
六
号

み
や
ぎ
県
南
中
核

病
院

大
河
原
町
字
西
三

十
八
番
一
号

鳴な
る

海み　

創そ
う

大だ
い

呼
吸
器�

内

科

医
療
法
人
社
団
健

秀
会
富
ヶ
丘
内

科
・
ア
レ
ル
ギ
ー

科

富
谷
市
富
ヶ
丘
二

丁
目
十
一
番
四
十

四
号

大
崎
市
民
病
院

大
崎
市
古
川
穂
波

三
丁
目
八
番
一
号

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
八
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
医
師

の
所
属
医
療
機
関
の
名
称
に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

新

旧

中な
か

山や
ま　

広ひ
ろ

明あ
き

医
療
法
人
す
み
れ
会

な
か
や
ま
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

な
か
や
ま
整
形
外
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

岩
沼
市
押
分
字
間
畑
十
番
地
一

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
九
号

　

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
次
の

医
師
か
ら
、
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏　
　

名

診
療
科
目

所
属
医
療
機
関
の
名
称

所
属
医
療
機
関
の
所
在
地

安あ
だ
ち達　

けけ

いい

内
科
・
外
科

医
療
法
人
安
達
同
済
会　

同
済
病
院

角
田
市
佐
倉
字
上
土
浮
二
番
地

高た
か

橋は
し　

智と
も

子こ

脳
神
経
外
科

医
療
法
人
社
団　

仙
石
病
院

東
松
島
市
赤
井
字
台
五
十
三
番
地
七

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
号

　

宮
城
県
薬
物
の
濫
用
の
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
宮
城
県
条
例
第
六
十
九
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
知
事
指
定
薬
物
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

知
事
指
定
薬
物
の
名
称

　

１�　

化
学
名　

二－

（
ブ
チ
ル
ア
ミ
ノ
）－

一－

（
四－

ク
ロ
ロ
フ
ェ
ニ
ル
）
プ
ロ
パ
ン－

一－

オ
ン
及
び
そ
の
塩

類
（
通
称
名
：
４－

Ｃ
ｈ
ｌ
ｏ
ｒ
ｏ－

Ｎ－

ｂ
ｕ
ｔ
ｙ
ｌ
ｃ
ａ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｎ
ｅ
）

二　

指
定
の
理
由

　

�　

中
枢
神
経
系
の
興
奮
若
し
く
は
抑
制
又
は
幻
覚
の
作
用
（
当
該
作
用
の
維
持
又
は
強
化
の
作
用
を
含
む
。）
を
有

す
る
蓋
然
性
が
高
く
、
か
つ
、
人
の
身
体
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め
。

三　

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

宮
城
郡
松
島
町
松
島
字
愛
宕
裏
二
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

三　

解
除
の
理
由
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道
路
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林
整
備
課
）
及
び
松
島
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

女
川
牡
鹿
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
鮫
浦
存
入
田
一
二
七
番
地
先
か
ら

同
市
鮫
浦
紅
花
蔓
三
〇
番
四
地
先
ま
で

前
Ａ

一
三
・
一
～

�

四
八
・
〇

一
、
二
六
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ｂ

一
二
・
五
～

�

七
四
・
四

一
、
二
六
〇
・
〇

後
Ａ

一
三
・
一
～

�

四
八
・
〇

一
、
二
六
〇
・
〇

　

Ｂ

一
二
・
五
～

�

七
四
・
四

一
、
二
六
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

大
塩
小
野
停
車
場
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

東
松
島
市
小
松
字
明
神
下
四
八
番
六
地
先
か

ら同
市
矢
本
字
不
動
前
無
番
地
先
ま
で

前
Ａ
　

五
・
四
～

�

一
三
・
六

一
、
一
一
九
・
二
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

後
Ａ
　

五
・
四
～

�

一
三
・
六

一
、
一
一
九
・
二

　

Ｂ

一
五
・
二
～

�

三
六
・
五

一
、
一
一
九
・
二

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

大
塩
小
野
停
車
場
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

東
松
島
市
小
松
字
明
神
下
八
六
番
二
地
先
か

ら同
市
小
松
字
明
神
下
一
二
四
番
地
先
ま
で

前
Ａ
　

五
・
〇
～

�

五
・
七

�

四
七
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ｂ
　

五
・
〇
～

�

一
〇
・
〇

�

四
七
・
〇

後
Ａ
　

五
・
〇
～

�

五
・
七

�

四
七
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日
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�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

女
川
牡
鹿
線

石
巻
市
鮫
浦
存
入
田
一
二
七
番
地
先
か
ら

同
市
鮫
浦
紅
花
蔓
三
〇
番
四
地
先
ま
で

令
和
元
年

�

十
二
月
十
七
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

大
塩
小
野
停

車
場
線

東
松
島
市
小
松
字
明
神
下
四
八
番
六
地
先
か
ら

同
市
矢
本
字
不
動
前
無
番
地
先
ま
で

令
和
元
年

�

十
二
月
十
七
日

公

告

〇
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
の
財
政
状
況
を
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
立
支
援
医
療
の
う
ち
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
行
う
医
療
機
関
と
し
て
次
の

と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指

定

年

月

日

佐
々
木
薬
局　

豊
里
店

登
米
市
豊
里
町
浦
軒
九
十
四
番
三

令
和
元
年
十
二
月
一
日

き
ず
な
薬
局　

富
ヶ
丘

富
谷
市
富
ヶ
丘
二
丁
目
十
一－

四
十
五

令
和
元
年
十
二
月
一
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
六
十

九
条
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　
　
　

在　
　
　
　

地

変
更
前

田
谷
薬
局

気
仙
沼
市
田
中
前
一
丁
目
一
番
地
十

変
更
後

田
谷
薬
局

気
仙
沼
市
田
中
前
二
丁
目
一－

十
一

変
更
前

さ
ん
た
薬
局

白
石
市
旭
町
四
丁
目
一－

一

変
更
後

さ
ん
た
薬
局

白
石
市
鷹
巣
東
一
丁
目
五－

二
十
九

変
更
前

り
ふ
の
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

宮
城
郡
利
府
町
利
府
字
新
揺
橋
六
十
一－

一

（
十
八
街
区
四
画
地
）

変
更
後

り
ふ
の
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

宮
城
郡
利
府
町
新
中
道
二
丁
目
一
番
地
二

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
第
一
高
校
仮
設
校
舎
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
施
設
整
備
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

大
和
リ
ー
ス
株
式
会
社
仙
台
支
社　

仙
台
市
太
白
区
大
野
田
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四
丁
目
二
十
八
番
地
の
三

五　

落
札
金
額　

八
億
二
千
七
百
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
元
年
十
月
二
十
九
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
五
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

佐
藤
徳
彦
後
援
会

佐
藤　

徳
彦

佐
藤　

徳
彦

遠
田
郡
涌
谷
町
字
渋
江
一
〇
四－

三

令
和
元
年

�

九
月
十
一
日

髙
野
晃
を
励
ま
す
会

髙
野　
　

晃

髙
野　

由
佳

牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
字
大
原
二
〇
四

令
和
元
年

�

八
月
二
十
三
日

ち
ば
栄
幸
後
援
会

阿
部　

芳
博

高
橋　
　

浩

名
取
市
上
余
田
字
千
刈
田
二－
二

令
和
元
年

�
十
一
月
二
十
五
日

三
浦
な
な
み
後
援
会

三
浦
奈
名
美

三
浦　

洋
子

仙
台
市
若
林
区
三
百
人
町
九
六－

二

令
和
元
年

�
九
月
二
十
四
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
五
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

立
憲
民
主
党
宮
城
県
参

小
川
の
り
子

主
た
る
事
務

仙
台
市
青
葉
区
本

仙
台
市
宮
城
野
区

令
和
元
年

議
院
選
挙
区
第
１
総
支

部

所
の
所
在
地

町
三－

五－

二
一

榴
岡
四－

一
二－

一

�

十
月
一
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

木
村　

雅
広

佐
々
木
雄
一

令
和
元
年

�

十
月
三
十
一
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

伊
藤
雅
一
後
援
会

佐
々
木
良
正

代
表
者
の

佐
々
木
良
正

伊
藤
つ
る
子

令
和
元
年

氏

名

�

十
一
月
十
八
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
々
木
良
正

伊
藤
つ
る
子

大
橋
信
夫
後
援
会

森　
　

由
雄

代
表
者
の�

氏

名

森　
　

由
雄

大
橋　

信
夫

平
成
三
十
一
年

�

四
月
四
日

千
葉
け
ん
じ
後
援
会

千
葉　

健
司

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

栗
原
市
築
館
薬
師

四－

四－

二
一

栗
原
市
築
館
薬
師

三－

六－

七

令
和
元
年

�

九
月
三
十
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

千
葉　
　

勉

菅
原　

徳
樹

守
屋
も
り
た
け
後
援
会

守
屋　

守
武

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
長
磯
浜

二
八－

一

気
仙
沼
市
松
崎
片

浜
一
〇
六－

六
九

令
和
元
年

�

十
一
月
二
十
日

八
島
利
美
後
援
会

黒
田　

正
敏

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

角
田
市
高
倉
字
新

町
一
九
四－

五

角
田
市
角
田
字
稔

町
五－

一
五

令
和
元
年

�

十
一
月
一
日

わ
た
な
べ
忠
悦
後
援
会

亀
井　

達
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

登
米
市
迫
町
佐
沼

字
大
網
五
三
四

登
米
市
迫
町
佐
沼

字
大
網
八
八－

一

令
和
元
年

�

十
一
月
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
五
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

大
橋
信
夫
後
援
会

森　
　

由
雄

令
和
元
年
五
月
一
日

管
野
き
ょ
う
子
後
援
会

菅
野　

恭
子

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

菊
地
昭
一
後
援
会

菊
地　

昭
一

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

後
藤
と
お
る
後
援
会

後
藤　
　

哲

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

近
藤
孝
後
援
会

佐
藤　

政
治

平
成
三
十
年
十
二
月
十
九
日
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佐
藤
ア
ヤ
後
援
会

佐
藤　

ア
ヤ

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

首
藤
博
敏
後
援
会

首
藤　

博
敏

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

仙
台
市
の
未
来
を
考
え
る
会

桜
井　

享
侈

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

田
村
み
の
る
後
援
会

花
渕　

政
市

令
和
元
年
八
月
三
十
一
日

地
域
政
党　

輝
く
ま
ち

柳
橋　

邦
彦

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

地
域
政
党　

輝
く
ま
ち　

泉
第
一
支
部

柳
橋　

邦
彦

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

地
域
政
党　

輝
く
ま
ち　

泉
第
二
支
部

柳
橋　

邦
彦

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

宮
城
野
創
政
会

田
村　
　

稔

令
和
元
年
八
月
三
十
一
日

門
田
よ
し
の
り
後
援
会

門
田　

幸
治

令
和
元
年
七
月
三
十
一
日

柳
橋
く
に
ひ
こ
の
会

柳
橋　

邦
彦

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
六
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
百
六
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

近
藤
孝
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
.�５
.�30（

30.�12.�19解
散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

管
野
き
ょ
う
子
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
菅
野
　
恭
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
白
石
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�22（

１
.�11.�21解

散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�

菊
地
昭
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
菊
地
　
昭
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�22（

１
.�11.�21解

散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�

後
藤
と
お
る
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
後
藤
　
　
哲

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
利
府
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�22（

１
.�11.�21解

散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�

佐
藤
ア
ヤ
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
佐
藤
　
ア
ヤ

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
亘
理
町
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�22（

１
.�11.�21解

散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�

首
藤
博
敏
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
首
藤
　
博
敏

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
石
巻
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�５
.�24（

１
.�５
.�24解

散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�
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宮
城
野
創
政
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
田
村
　
　
稔

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�13（

１
.�８
.�31解

散
）

１
　
収
入
総
額

2,656,908�

　
　
　
前
年
繰
越
額

2,656,908�

２
　
支
出
総
額

0�

柳
橋
く
に
ひ
こ
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
柳
橋
　
邦
彦

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�６

（
１
.�10.�31解

散
）

１
　
収
入
総
額

1,118,334�

　
　
　
前
年
繰
越
額

250,331�

　
　
　
本
年
収
入
額

868,003�

２
　
支
出
総
額

1,118,334�

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

820,000�

　
　
　
個
人
分

820,000�

　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
に
よ
る
収
入

48,000�

　
　
　
そ
の
他
の
催
物
事
業

48,000�

　
　
そ
の
他
の
収
入

3�

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

3�

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

87,570�

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

87,570�

　
　
政
治
活
動
費

1,030,764�

　
　
　
組
織
活
動
費

519,440�

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

302,435�

　
　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

186,270�

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

116,165�

　
　
　
そ
の
他
の
経
費

208,889�

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
庄
司
充
宏

60,000�仙
台
市
青
葉
区

　
　
及
川
辰
夫

60,000�仙
台
市
泉
区

　
　
伊
藤
長
一

120,000�仙
台
市
宮
城
野
区

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

580,000�

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

大
橋
信
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
.�６
.�28（

１
.�５
.�１
解
散
）

１
　
収
入
総
額

450,041�

　
　
　
前
年
繰
越
額

450,041�

２
　
支
出
総
額

450,041�

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

450,041�

　
　
　
人
件
費

450,041�

仙
台
市
の
未
来
を
考
え
る
会

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�６

（
１
.�10.�31解

散
）

１
　
収
入
総
額

42,930�

　
　
　
前
年
繰
越
額

42,930�

２
　
支
出
総
額

0�

田
村
み
の
る
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�13（

１
.�８
.�31解

散
）

１
　
収
入
総
額

1,266,521�

　
　
　
前
年
繰
越
額

1,266,521�

２
　
支
出
総
額

0�

地
域
政
党
　
輝
く
ま
ち

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�６

（
１
.�10.�31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�

地
域
政
党
　
輝
く
ま
ち
　
泉
第
一
支
部

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�６

（
１
.�10.�31解

散
）
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〇
宮
選
管
告
示
第
百
六
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

異
動
事
項

新

旧

　

異
動
年
月
日

守
屋　

守
武

守
屋
も
り
た
け
後

援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
長
磯
浜
二

八－

一

気
仙
沼
市
松
崎
片
浜

一
〇
六－

六
九

令
和
元
年

�

十
一
月
二
十
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
六
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
、次
の
と
お
り
資
金
管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
及
び
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
二
月
十
七
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

取
消
年
月
日

柳
橋　

邦
彦

柳
橋
く
に
ひ
こ
の
会

令
和
元
年
十
月
三
十
一
日

㈡　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

森　
　

由
雄

大
橋
信
夫
後
援
会

令
和
元
年
四
月
四
日

菅
野　

恭
子

管
野
き
ょ
う
子
後
援
会

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

菊
地　

昭
一

菊
地
昭
一
後
援
会

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

後
藤　
　

哲

後
藤
と
お
る
後
援
会

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

佐
藤　

ア
ヤ

佐
藤
ア
ヤ
後
援
会

令
和
元
年
十
一
月
二
十
一
日

首
藤　

博
敏

首
藤
博
敏
後
援
会

令
和
元
年
五
月
二
十
四
日

田
村　
　

稔

宮
城
野
創
政
会

令
和
元
年
八
月
三
十
一
日

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�

地
域
政
党
　
輝
く
ま
ち
　
泉
第
二
支
部

報
告
年
月
日
　
１
.�11.�６

（
１
.�10.�31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�

門
田
よ
し
の
り
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
.�７
.�31（

１
.�７
.�31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0�

２
　
支
出
総
額

0�


